
平
成
２
９
年
７
月
４
日
（
火
）
～
５
日
（
水
）

に
、『
い
こ
い
の
郷
常
総
』
に
て
茨
城
県
内
社 

会
福
祉
協
議
会
職
員
新
任
・
初
級
研
修
が
開
催 

さ
れ
ま
し
た
。
県
内
１
６
の
市
町
村
社
協
か
ら 

３
３
名
の
参
加
が
あ
り
有
意
義
な
研
修
会
と
な 

り
ま
し
た
。 

講
義
を
受
け
、
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
や 

社
協
職
員
と
し
て
の
知
識
・
役
割
を
学
ぶ
こ
と 

が
で
き
ま
し
た
。
演
習
で
は
、
先
輩
か
ら
の
貴 

重
な
体
験
談
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
社
協
マ
ン 

と
し
て
の
自
分
自
身
を
見
直
し
今
後
の
こ
と
を 

考
え
る
場
と
な
り
、
ま
た
職
連
協
理
事
も
先
輩 

と
し
て
、
大
切
な
こ
と
を
後
輩
に
伝
え
る
良
い 

機
会
と
な
り
ま
し 

た
。 研

修
を
と
お
し 

て
仲
間
づ
く
り
、 

横
・
縦
の
繋
が
り 

の
大
切
さ
を
学
ぶ 

こ
と
が
出
来
た
有 

意
義
な
２
日
間
と 

な
り
ま
し
た
。 

                          

 

 

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
人
に
や
さ
し
い
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
な
が
ら
共
に
考
え
、
地
域
福
祉
の 

向
上
の
た
め
各
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 
茨
城
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
連
絡
協
議
会
も
こ

の
こ
と
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
次
の
と
お
り
組

織
運
営
・
活
動
を
行
い
ま
す
。 

〈
主
な
活
動
〉 

○
研
修
活
動 

 

・
支
部
研
修
の
促
進 

 

・
社
協
職
員
新
任
・
初
級
研
修
の
実
施 

○
広
報
活
動 

 

・
職
連
協
に
ゅ
～
す
の
発
行 

 

・
茨
城
県
市
町
村
社
協
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
作
成 

○
支
部
活
動
活
性
化
事
業 

 

・
支
部
長
と
の
連
携 

 

・
支
部
運
営
委
員
へ
の
支
援 

 

・
支
部
活
動
助
成
事
業
の
実
施 

○
福
利
厚
生
・
互
助
事
業 

 

・
退
職
記
念
品
等
の
贈
呈 

○
他
団
体
と
の
連
携 

○
会
務 

○
そ
の
他 

 

 
 

茨
城
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
連
絡
協
議
会
で

は
、
平
成
２
９
年
３
月
末
に
横
島
智
子
氏
（
常

総
市
社
協
）
の
退
任
に
伴
い
新
役
員
が
次
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続

き
役
員
の
皆
さ
ん
の
ご
紹
介
で
す
。 

〈
新
役
員
〉 

理 

事 

平
塚 

友
紀
（
常
総
市
社
協
） 

〈
新
役
職
〉 

副
会
長 

和
佐
原 

真
一 

（
か
す
み
が
う
ら
市
社
協
） 

〈
継
続
役
員
〉 

会 

長 

塙 

絵
美
（
鉾
田
市
社
協
） 

副
会
長 

大
川 

陽
美
（
鹿
嶋
市
社
協
） 

理 

事 

斉
藤 

生
美
恵
（
高
萩
市
社
協
） 

理 

事 

松
川 

明
子
（
大
子
町
社
協
） 

理 

事 

久
保 

康
司
（
ひ
た
ち
な
か
市
社
協
） 

理 

事 

川
崎 

克
彦
（
東
海
村
社
協
） 

理 

事 

村
上 

利
恵
（
茨
城
町
社
協
） 

理 
事 

阿
久
津 

純
子
（
城
里
町
社
協
） 

理 

事 
前
野 

剛
（
石
岡
市
社
協
） 

理 

事 

山
口 
仁
美
（
五
霞
町
社
協
） 

理 

事 

清
水 
昌
樹
（
牛
久
市
社
協
） 

理 

事 

大
越 

由
佳
（
利
根
町
社
協
） 

平
成
29
年
度
茨
城
県
内
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
新
任
・
初
級
研
修 
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県北支部会員交流

会 

 

優
勝
し
ま
し
た
！ 

 

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

県
北
支
部
は
、
会
員
数
５
８
名
、
北
茨
城
市
・
高
萩
市
・

日
立
市
・
常
陸
太
田
市
・
大
子
町
の
５
市
町
社
協
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
平
成
２
８
年
度
は
、
研
修
会
と
交
流
会
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

研
修
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
元
常
総
市
社
協
事
務
局
長

の
滝
本
氏
を
お
招
き
し
、
平
成
２
７
年
９
月
に
起
き
た
関

東
・
東
北
豪
雨
に
お
い
て
被
害
に
あ
っ
た
常
総
市
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
報
告
や
、
災
害
発
生
時
の

状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
交
流
会
で
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
を
開
催
し
、

市
町
社
協
対
抗
戦
の
チ
ー
ム
編
成
の
も
と
、
会
員
同
士
の

交
流
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
も
研
修
会
や
交
流
会
を
通
じ
て
、
普
段
の
仕
事
に

お
い
て
も
会
員
同
士
で
情
報
交
換
や
情
報
提
供
な
ど
、“
社

協
職
員
の
つ
な
が
り
”
が
図
れ
る
よ
う
な
活
動
を
実
施
し

て
い
き
た
い
で
す
。 

稲
北
支
部
は
、
８
社
協
、
会
員
数
８
５
名
で
す

が
年
々
、
会
員
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
と

て
も
寂
し
い
限
り
で
す
。
２
８
年
度
は
、
恒
例
の

交
流
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
他
、
７
月
に

筑
波
大
の
河
野
先
生
を
講
師
に
「
セ
ク
シ
ャ
ル
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
研
修
」
と
、
２
月
に
㈱
イ
ン
ソ
ー

ス
の
大
塚
先
生
を
迎
え
、
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研

修
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
や
日
常

業
務
の
忙
し
さ
等
様
々
な
理
由
で
、
当
支
部
に
限

ら
ず
他
支
部
に
お
い
て
も
職
連
協
の
存
在
意
義

が
揺
ら
い
で
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
ら

た
め
て
、
会
員
み
ん
な
で
職
連
協
活
動
を
見
つ
め

直
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

平成２8年度事業報告 
 

○理事会（2回）・代議員会（1回）・監査（1回）開催 

○研修事業 

・平成 28年度ソーシャルインクルージョン研究会議～つながりづくりのしゃべり場～ 

28. 5.18 第 1回 ・社会福祉法改正と社協活動 

28. 6.15 第 2回 ・災害時における社協の初期対応  

28. 9.21 第 3回 ・社会福祉法人制度改革と法人社協モデル定款 

28.10.19 第 4回 ・社会福祉法人制度改革と法人社協モデル定款 

29. 1.19 第 5回 ・社会福祉法人制度改革に係る諸手続き 

         ・職場のストレスチェックへの取り組み 

         ・地域力強化事業と今後のまちづくり 

・第 53回関東ブロック郡市区町村社協職員合同研究協議会 

  28.7.14～15 新潟県南魚沼群湯沢町湯沢にて 

参加者 7名（会長 1名、事務局 1名、会員 4名、非会員 1名） 

・基調講演「ラブ・ラフ・ライフ」 新潟お笑い集団 NAMARA 代表 江口歩氏 

・分科会（全 5分科会）   

・記念講演「地域とともに～魚沼の食と文化を伝える～」  

有限会社魚沼新潟物産 代表取締役社長 中俣善也氏 

稲北支部会員交流 

 

優

勝

し

ま

し

た

！ 
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